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２
０
１
１
年
１１
月
１
日
、
駿
河
台
キ

ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
明
治
大
学
創
立
１
３
０
周
年
を

祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
国
内
外
か
ら
の
招
待
者
、
関
係
者

約
１
０
０
０
名
が
集
ま
り
、
柏
地
域
支
部

か
ら
は
宇
都
宮
地
域
支
部
長
、
猪
瀬
名

誉
支
部
長
（
千
葉
県
西
部
支
部
長
）
が

出
席
し
ま
し
た
。 

１
８
８
１
年
、
岸
本
・
宮
城
・
矢
代
の 

                 

３
氏
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
晴
れ
て
創
立

１
３
０
周
年
を
迎
え
た
明
治
大
学
は
、「
世

界
へ
―
『
個
』
を
強
め
、
世
界
を
つ
な
ぎ
、

未
来
へ
―
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

教
育
・
研
究
の
充
実
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
、
世
界
に
誇
れ
る
大

学
を
目
指
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
、
明
治
大
学
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
う

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
大
学
で
は
創
立
１
３
０
周
年
を
記

念
し
て
数
々
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
既
に
終
了
し
た
も
の
も
含
め
て
、

記
念
事
業
の
一
部
を
列
記
し
ま
す
。 

                 

 

●
三
木
武
夫
展
１０
月
16
～
12
月
22
日 

●
宇
崎
竜
童
・
阿
木
陽
子
コ
ン
サ
ー
ト 

 

１０
月
２３
日 

●
明
治
大
学 

阿
久
悠
記
念
館 

 

１０
月
２８
日
オ
ー
プ
ン 

●
明
大
落
語
会 

１０
月
２８
日 

●
白
川
英
機
博
士
、
北
野
大
博
士
に
よ
る

記
念
講
演
会 

１１
月
１９
日 

●
研
究
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

世
界
の
文
化

芸
術
か
ら
見
たU

R
U
S
H
I

（
漆
） 

 

１
月
１４
日 

●
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
創
立
者
の
レ
リ
ー
フ
設
置 

各
記
念
事
業
の
詳
細
は
創
立
１
３
０

周
年
記
念
サ
イ
ト(

左
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照)

で

閲
覧
で
き
ま
す
。 

 

 

 

             

P1：明治大学創立１３０周年記念式典   P3：経営者の役割に関する一考察(石原敏和) 

P2：全国校友東京大会、明大マンドリン倶楽部演奏会ほか P4：活動報告、委員会からのお知らせ、イベントのお知らせ 
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２
０
１
１
年
１１
月
３
日
明
治
大
学
ア

カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
創
立
１

３
０
周
年
記
念
第
４７
回
全
国
校
友
東

京
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
明
治
は

一
つ
、
紫
紺
魂
１
３
０
周
年
」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
２
１
０
０
名
の

校
友
と
そ
の
家
族
が
集
う
過
去
最
大
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
柏
地
域
支
部
か

ら
は
猪
瀬
千
葉
県
西
部
支
部
長
、
宇
都

宮
柏
地
域
支
部
長
、
山
田
（
研
一
）
幹

事
夫
妻
、小
川
幹
事
が
出
席
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
帝
国
ホ
テ
ル
孔
雀
の
間
で

開
か
れ
ま
し
た
。
村
山
富
一
校
友
会
名

誉
会
長
の
発
声
に
よ
り
、
２
１
０
０
名
の

校
友
が
祝
杯
を
あ
げ
、
肩
を
組
ん
で
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。 

              

      明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
に
よ
る

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

演
奏
会
」
が
、
平
成
２３
年
１０
月
２９
日

（
土
）
午
後
２
時
よ
り
柏
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
ほ
ぼ
満
席
の

大
盛
況
の
も
と
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
も
明
治
大
学
校
友
会
柏
・
我
孫
子
支

部
の
共
催
に
よ
り
、
流
山
支
部
の
協
力
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
校
友
の

皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
「
頑
張
ろ

う
日
本
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た

演
奏
会
で
す
が
、
柏
市
に
避
難
生
活
を
さ

れ
て
い
る
被
災
地
の
方
々
を
招
待
し
、
し

ば
し
の
憩
い
の
時
間
を
過
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
当
日
の
収
益
金
よ
り
東
日

本
大
震
災
被
災
地
に
対
し
て
の
義
捐
金

を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
開
演
前
よ
り
お
客

様
が
並
び
ま
し
た
が
、
前
回
の
反
省
も
あ

り
、
整
理
券
を
発
行
し
、
比
較
的
順
調
に

入
場
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

第
一
部
は
明
治
大
学
校
歌
で
始
ま
り
、

古
典
音
楽
を
主
に
、
第
二
幕
は
、
今
回
初

め
て
の
ゲ
ス
ト
出
演 

曹
雪
晶
さ
ん
を
お

招
き
し
て
の
二
胡
の
演
奏
を
堪
能
し
、
第

三
幕
は
華
麗
な
る
マ
ン
ド
リ
ン
の
世
界
を

充
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
か
っ
た
、
良
か
っ
た
、
ま
た
次
回

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と
、
お
客
様
か

ら
声
援
を
か
け
ら
れ
、
明
大
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
の
フ
ア
ン
の
皆
様
の
期
待
に
沿
っ

た
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
１０
月
に
実
行
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
１０
数
回
の
会
議
を
重
ね
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
皆
様
に
は
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
前
日
よ
り
舞

台
の
設
営
な
ど
に
参
加
さ
れ
、
当
日
は
早

朝
よ
り
、
会
場
、
駐
車
場
整
理
、
受
付
係

な
ど
裏
方
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
た
校
友
の

皆
様
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

実
行
委
員
会
委
員
長 

駒
田 

泳
三 

            

   当
日
の
入
場
者
は
１
５
０
０
人
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
人
は
３
５
０
人

で
回
収
率
は
23
％
で
し
た
。 

演
奏
会
は
６
割
の
人
が
校
友
・
知
人
か

ら
の
勧
誘
や
紹
介
で
、
残
り
は
ポ
ス
タ

ー
・
ち
ら
し
と
新
聞
・
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
知
り
ま
し
た
。 

回
答
者
の
２
／
３
が
以
前
に
も
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
リ
ピ
ー

タ
で
、
全
体
の
９
割
を
超
え
る
方
が
今
後

開
か
れ
る
演
奏
会
も
ま
た
聴
き
た
い
と
答

え
ま
し
た
。
回
答
者
の
６
割
が
女
性
で
、

年
代
は
70
歳
以
上
が
５
割
、
60
歳
以
上

方
が
９
割
を
占
め
ま
し
た
。
お
住
ま
い
は

柏
・
我
孫
子
・
流
山
の
３
市
が
８
割
を
占

め
る
一
方
、
遠
く
県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

演
奏
会
の
感
想
は
素
晴
ら
し
か
っ
た

(

26
件)

、
感
動
し
た(

25
件)

、
次
回
が
楽

し
み(

13
件)

、
楽
し
か
っ
た(

10
件)

な
ど

好
意
的
な
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
演

奏
に
関
し
て
は
二
胡
の
演
奏
が
良
か
っ
た

(

33
件)

、
演
奏
が
良
い(

23
件)

、
女
性
指

揮
者
・
司
会
が
良
い(

そ
れ
ぞ
れ
17
件
、

４
件)

、
構
成
・
選
曲
・
特
定
の
パ
ー
ト
が

良
い
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

反
面
、
会
場
整
理
は
整
理
券
の
配
布
と

全
国
校
友
東
京
大
会 

第
６
回
明
治
大
学
マ
ン

ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果 

満席となった会場 （10月29日） 

昭和２９年政経卒 

駒田泳三 

千葉県西部支部の面々 
右から 2人目宇都宮柏地域支部長、5人目猪瀬千葉県西部支部長 
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待
機
用
に
用
意
し
た
小
ホ
ー
ル
が
好
評

だ
っ
た
も
の
の
、
入
場
時
の
行
列
に
関

す
る
苦
情
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
指

定
席
を
望
む
声
も
多
く(

17
件)

、
年
配

の
方
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
次
回
は
大
半
を
指
定
席
に
す

る
な
ど
、
行
列
を
作
ら
な
い
た
め
の
抜

本
的
な
工
夫
が
望
ま
れ
ま
す
。 

集
計
を
み
る
と
、
一
部
に
課
題
を
残

し
た
も
の
の
、
車
椅
子
で
来
場
さ
れ
た

方
、
東
日
本
大
震
災
で
兄
弟
を
亡
く
さ

れ
た
方
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。 

柏
地
域
支
部
で
は
収
益
の
一
部
を
東

日
本
大
震
災
復
興
の
た
め
に
寄
付
す
る

と
と
も
に
、
演
奏
会
を
後
援
し
て
頂
い

た
柏
市
福
祉
協
議
会
に
も
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
は
我
孫
子
支
部
山
下
様

が
集
計
し
た
も
の
で
す
。 

山
田
秋
彦
） 

      

諸
先
輩
方
も
読
ま
れ
る
「
柏
明
」
上

で
釈
迦
に
説
法
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

若
干
43
歳
の
若
手
？
経
営
者
が
、
最

近
の
経
営
環
境
と
、
か
つ
て
学
ん
だ
学

説
と
を
併
せ
て
持
論
を
一
筆
申
し
上
げ 

ま
す
。 

さ
て
、
小
職
は
運
送
事
業
を
営
み
生
計

を
立
て
て
お
り
ま
す
。
我
が
運
輸
業
界
は

現
在
、「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や

ら
「
陸
運
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」「
グ
リ
ー
ン
経

営
」
等
々
、
様
々
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
、
縦
割
り
行
政
に
よ
り

夫
々
の
方
面
か
ら
要
求
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ヒ
ト
（
免
許
制
度
が
変
わ
り
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
深
刻
化
）・
モ
ノ
（
排
ガ
ス

規
制
に
よ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
の
強
制
的

買
替
え
）・
カ
ネ
（
９
種
類
に
も
な
る
自

動
車
関
係
諸
税
の
重
圧
と
燃
油
費
の
高

騰
）・
情
報
（
重
層
構
造
と
な
っ
て
い
る

業
界
の
下
請
体
質
の
問
題
、
前
出
の
安

全
・
安
心
・
環
境
保
全
に
対
す
る
社
会
的

要
請
）
と
い
う
具
合
に
経
営
資
源
に
関
わ

る
全
て
の
分
野
で
課
題
は
山
積
、
仕
事
の

為
の
仕
事
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
、
辟
易

と
し
て
い
る
御
同
業
も
多
く
お
い
で
で
し

ょ
う
。
今
更
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
一
寸
し
た
流
行

語
？
な
の
が
悲
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
。 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
周
り
を
グ
ル
リ

と
見
回
し
て
頂
け
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
に
一

度
も
載
ら
ず
に
そ
ち
ら
に
到
着
し
た
も
の

は
、
空
気
・
水
・
ガ
ス
・
電
気
く
ら
い
の

も
の
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
力
は
正
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
運
輸
業
界
は
国

民
生
活
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
な
の

で
あ
り
ま
す
、
と
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

商
売
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
残
念
な
こ
と
に
、(

社
会
保
険
未
加
入

問
題
等)

強
く
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
法
令

遵
守
が
出
来
な
い
、
む
し
ろ
法
を
無
視
し

な
い
と
商
売
が
成
り
立
た
な
い
業
種
な
の

だ
と
諦
め
る
業
者
が
多
く
存
在
し
て
い
る

の
も
ま
た
事
実
で
す
。
経
営
者
に
遵
法
へ

の
理
解
が
無
い
の
に
従
業
員
に
道
交
法
や

マ
ナ
ー
な
ど
説
い
て
も
結
果
は
自
ず
と
知

れ
た
処
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
公
益
法
人

改
革
に
よ
り
業
界
団
体(

社
団
法
人)

も
分

岐
点
に
立
っ
て
お
り
、
顧
客
満
足
や
継
続

的
改
善
は
企
業
の
み
な
ら
ず
、
ど
う
や
ら

共
通
の
経
営
課
題
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

最
近
ま
た
流
行
の
Ｐ
．
Ｆ
．
ド
ラ
ッ
カ
ー

は
「
顧
客
は
誰
か
」
の
問
い
に
答
え
る
こ

と
が
そ
の
組
織
を
定
義
す
る
こ
と
に
な
る

（
組
織
に
は
内
部
顧
客
と
い
う
顧
客
も
存

在
す
る
）
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｃ
．
Ｉ
．

バ
ー
ナ
ー
ド
は
組
織
の
三
要
素
（
単
な
る

集
団
と
の
違
い
）
と
し
て
、「
目
的
、
貢

献
意
欲(

協
働
意
思)

、
意
思
疎
通
」
を
挙

げ
て
お
り
ま
す
。
興
味
深
く
も
両
者
に
共

通
す
る
の
は
、
課
題
と
す
る
組
織
を
営
利

目
的
の
企
業
に
限
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
富
論
で
有
名
な

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
そ
の
前
著
『
道
徳
感

情
論
』
の
中
で
、
経
営
者
に
「
正
義
感
に

よ
っ
て
制
御
さ
れ
た
野
心
」
を
容
認
し
て

お
り
、
バ
ー
ナ
ー
ド
は
『
経
営
者
の
役
割
』

の
中
で
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
し

て
「
道
徳
準
則
（
＝
バ
ラ
ン
ス
感
覚
）
の

創
造
」
を
取
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

つ
ま
り
ど
ん
な
組
織
で
も
、
ト
ッ
プ
が

何
処
に
向
か
っ
て
走
る
の
か
と
い
う
「
理

念(

追
究
す
べ
き
目
的)

」
を
分
か
り
や
す

く
示
し
、
生
産
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら

な
け
れ
ば
、
単
な
る
利
潤
の
極
大
化(

或

い
は
保
身)

と
い
う
間
違
っ
た
方
向
に
、

低
い
所
に
向
か
っ
て
流
れ
る
水
の
如
く
組

織
は
崩
壊
の
一
途
を
辿
る
と
い
う
こ
と
、

そ
も
そ
も
ト
ッ
プ
自
ら
に
明
る
い
道
を
進

む
（
恥
を
知
る
）
ス
タ
ン
ス
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昨

今
の
デ
フ
レ
経
済
環
境
下
で
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
重
視(

偏
重)

主
義
も
然
り
で
、
理
念
無

し
、
安
け
れ
ば
何
で
も
良
し
、
法
も
無
視
、

と
す
る
組
織
に
は
明
日
は
あ
っ
て
も
明
後

日
は
無
く
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

             

経
営
者
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察 

平成３年経営卒 

石原敏和 

持論を熱弁する筆者 
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成
果
は
利
益
で
は
な
く
、
顧
客
の
感

動
で
あ
り
ま
す
。
時
代
を
越
え
て
現
代

に
於
い
て
も
な
お
有
効
な
、
組
織
経
営

の
原
点
が
こ
の
辺
り
に
あ
り
そ
う
で
、

学
び
舎
に
思
い
を
馳
せ
、
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
３
年
経
営
学
部
卒 

石
原
敏
和 

 (

社)

千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会 

本
部
長 

  ●
定
期
ゴ
ル
フ
大
会 

平
成
２３
年
１１
月
８
日
（
火
）、
紫
カ

ン
ト
リ
ー
あ
や
め
東
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

第
７
回
柏
・
流
山
地
域
支
部
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

２２
名
（
柏
12
名
、
我
孫
子
１０
名
）
で

し
た
。
今
ま
で
こ
の
大
会
は
、
必
ず
天

候
に
恵
ま
れ
、
当
日
も
穏
や
か
な
小
春

日
和
で
し
た
。 

優
勝
は
佐
藤
雅
昭
さ
ん
（
流
山
）、

第
２
位
光
崎
親
一
さ
ん
（
流
山
）、
第
２

位
勝
畑
喜
一
郎
さ
ん
（
流
山
）
と
上
位

は
流
山
支
部
が
占
め
、
特
に
ベ
ス
グ
ロ

賞
の
光
崎
さ
ん
は
７６
の
ス
コ
ア
で
ま

わ
り
、
記
念
す
べ
き
エ
ー
ジ
シ
ョ
ー
タ

ー
（
年
齢
と
同
じ
ス
コ
ア
）
を
達
成
し

ま
し
た
。
な
お
、
今
回
よ
り
各
自
ハ
ン

デ
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
競
技
に
な
り
ま
し

た
。 次

回
は
５
月
開
催
で
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
(

加
茂
治
男) 

            

  

  ●
ち
ょ
こ
と
来
て
み
ま
せ
ん
か 

詩
吟
ク
ラ
ブ
『
柏
明
吟
研
会
』 

は
ー
い
、
こ
ち
ら
は
５
月
に
発
足
し
ま

し
た
詩
吟
倶
楽
部[

柏
明
詩
吟
会]

で
す
。

講
師
は
吾
郷
春
男[

Ｓ
33
年
政
経
卒]

さ

ん
、
会
員
は
菊
地
鉄
男
、
萩
原
功
、
諸
根

靖
忠
、
寒
川
博
行
、
植
田
宗
康
、
竹
之
内

明
の
６
名
で
、
植
田
さ
ん
が
幹
事
で
す
。 

発
足
以
後
、
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
６

時
か
ら
２
時
間
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
吾
郷
講

師
の
ご
指
導
の
も
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
「
鞭
声
粛
々
夜

河
を
渡
る
～
～
」
で
始
ま
る
、
通
称
「
川

中
島
」
を
最
初
に
練
習
し
、
こ
れ
ま
で
に

７
回
、
７
詩
を
吟
じ
て
い
ま
す
。 

菊
地
さ
ん
・
萩
原
さ
ん
以
外
の
４
人
は

初
体
験
で
す
。
詩
吟
は
音
階
も
広
く
、
間

の
取
り
方
等
難
し
い
面
も
多
い
で
す
が
、

講
師
か
ら
は「
腹
か
ら
声
を
出
す
よ
う
に
、

大
き
な
声
を
出
す
よ
う
に
」
と
ご
指
導
を

受
け
、
全
員
上
達
し
よ
う
と
励
ん
で
い
ま

す
。 多

少
な
り
と

も
興
味
の
あ
る

方
、
時
間
の
あ
る

方
は
、
ち
ょ
こ
で

も
来
て
み
ま
せ
ん

か
、
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
ー
す
。 

(

竹
之
内
明) 

 

 

 

●
組
織
強
化
委
員
会 

平
成
23
年
７
月
以
降
、
新
た
に
入
会

さ
れ
た
２
人
の
会
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

昭
和
44
年 

法
卒 

羽
仁
久
人
さ
ん 

昭
和
46
年 

商
卒 

吉
口
庸
雄
さ
ん 

な
お
、
前
号
で
紹
介
し
た
昭
和
49
年

商
卒 

金
田
登
志
夫
さ
ん
の
名
前
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
と
と
も
に
訂
正

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
新
入
会
の
皆
様
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  ６
月
ま
で
に
実
施
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
を

列
記
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
柏
地
域
支
部
新
春
の
集
い 

１
月
２９
日(

日) 

於 

麗
宮
飯
店 

●
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

４
月
に
旧
吉
田
家
住
宅
の
見
学
と 

布
施
弁
天
の
花
見
、
６
月
に
東
京 

築
地
市
場
の
見
学
を
予
定
し
て
い 

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
植
田
幹
事 

☎(

０
９
０)  

１
４
０
４-

１
１
３
８
ま
で 

●
第
一
〇
回
柏
地
域
支
部
総
会 

５
月
１３
日(

日) 

於 

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
柏 

●
ゴ
ル
フ
大
会 

５
月
開
催
予
定(

年
２
回
開
催) 

 

詳
し
く
は
加
茂
幹
事
長
ま
で
お
問 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

☎(

０
４) 

７
１
３
１-

３
４
０
６ 

■
第
九
回
千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

６
月
３
日(

日) 

於 

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
柏 

○
講
談
鑑
賞
会 

寶
井
講
談
修
羅
場
塾
第
五
十
五
回
公
演 

６
月
９
日(

土)

、
お
江
戸
日
本
橋
亭 

(

地
下
鉄
銀
座
線
三
越
前
駅
下
車) 

佐
々
木
琴
山
こ
と
本
会
会
員
佐
々 

木
利
夫
さ
ん
が
出
演
予
定(

無
料) 

 

     

活

動

報

告 

イ

ベ

ン

ト

の

案

内 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員の出演するイベント(確認できたもの) 

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

編
集
後
記 

久
し
ぶ
り
の
六
大
学
野
球
リ
ー
グ

完
全
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、

駅
伝
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
応
援
に

行
き
ま
ん
か 

 
 

（
山
田
秋
彦
） 

 


